
訓‖練プログラム

田 �哺 �讃議 区別 �窯　鳥　肉　容　等 

＋17 �14：00 � � 

JL 

14二30 柑：閲 15：誠； 16：00） �避 導 所 謂 � 

一緒叢隷場所等へ集合　二二一舶組　　　　は乱　　　　　　写 

嘗議軍　小学校へ等融　　　　　　　　　　　ける脚粒伽義等1 

繋搾　　　　　避　難　所　麹＿零　　　　　　」整整証し蒙でで維さ　　　　　　　胡輪忽帽隕　至 

主としまも靴、畿摘し貞蝉を散ります．捕天　主 
叢　難　所　鋤　識　　　　　　　享輝㈱ 

仙一一Y一・、一竺意志キチ千一至芸票差三丁・慧慧慧慧慧し織払醐韓； 
二■します＿ 

脚a崗余　韻絵による纂寄生　・隻脚噌蓼露 　　　　一億象玉津入柵ピロティ勒づ最良顎醇軸捕って、細織やテン．噌隋を尖■はす－ 

顔 �・区民による裁象資換　　　　　　　　　　　　　　　　　・鐘雛鳥捧噌 

・鳶畿犠譲的め蕎煽白劃鯵　　などを喪紘します．　　　　掴榊と盈って、飼鎗紺搬㈱鵬封蝋許し　… 
≡　要事＿ 

沌：30■ 17二00 ��劇齢こよる許雷会　　　　榔脚こ錮する綾謝金　■＼搬最警手中ふとした雛民と名書州・勒して秒紆・ 

樽剥鯵 

・救急鮪瞳蕪憂菅　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　1番畦－17蜘錦姓、鵬に空っ翰 

一起票皐、錘テント鉢験：などを来臨します。　　　　　　　　　　　かれて、　　　　　　胡観象及び濃齢 

による凛寄集を来臨します． 

区長挨拶㌔㌔㌔食品配付一撃票等謡濫㌘認諾禁で・ 

17こ30 � �弾一一　　　　　　　　　　　　1．建嘲して下藩札 

体　　避 

18：00 �寄 泊■ �講　｝＝■　絵 

講　義　r脚あり方J　　　J．〉㌦　　　　　　　　　もも静　耕します」 

避難所繭拳風脚体験 

柑ニ30 19：00 柑：30 

団盛蠣¢】　　　・鶴亀トイ沌義立て 
・発電機側路ヽ 

・梵義赫筆書 

炊　き　出　し　　　－炊き出し及び紬　　　　　　避勲耐こ備蓄された簑穣拳縛看護用した炊き出し藍乗艦 

．斬せけ　　　lL・葬精嚢首譲換し慧芸至急わ 

宿　泊　ス　ペ　ー　ス　㊥　緩　傑 

20：00 

・脚勘助組立鰍㊥肇捉 
一儀蓉晶傭人・適齢）¢槻 

22二間 ��　　　　　　　　　　　　　‡ 呈・ビデオ鶴亀　　　　　　　　　　　曹 

諷 綺 �巨身飴も命をま樽は勤軌軸欄　　　　　　　電岳　20嘲随L自由参勤としまも 

18 �＄：30 7：00 7：30 �� 

ニ翻　、鮨　　卓・空欄．　　絹ま嘲こ、身丈齢お払軋打． 

・箕輪練筆書 

炊き出し　二慧融　■『運筆等堅嬢き：し辛嫌 

＄：開 
避　難　所　運　営　に　闊　す　る　検　討　会 

8：30 9：00 

・繊細脚暢 
・駄よ頗（毒づき事場噸 
・憎啓によ柳尭麓 

講　義1秒　ま　と　め 

一　丁　　　、′‾班 


